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が、一方でこの場所で過ごした時間は私の心に癒し

を与えてくれた。 

岩田さんの奥さんが「自分たちの手で作物を育て

ていくうちにどんどん心が豊かになっていくような

気がする」とおっしゃっていたことが強く印象に残

っているが、ここでの体験を通してその意味が少し

分かった気がした。たった二日間の経験のなかでも

驚きや達成感、癒しなど様々な感情を味わい、私が

イメージしていた人やモノが溢れているような都会

の暮らしの豊かさとは違う、心の豊かさが育まれ幸

せを感じることのできる暮らしがこの場所にあるの

ではないかと思った。 

2）馴染みのあるモノを大切にする

11 月 28 日（土）には、赤堀さんのもとで「火の

ある暮らし」をテーマに薪割やピザ作りを体験させ

ていただいた。現地についてすぐ見えてきたのは茅

葺屋根の住宅であった。近づいてみると、その壁は

ザラザラした土壁であることが分かった。かなり歴

史がありそうな造りだったが、その割には綺麗な状

態が保たれていて驚いた。また赤堀さんは林業を仕

事にされていることもあり、今も薪ストーブを使っ

たり薪でお風呂のお湯を沸かしたりしているとおっ

しゃっていたことにも驚いた。私たちが薪割りの作

業をした場所の近くには「室」という現代でいうと

ころの冷蔵庫があり、現在も使っているというその

中を見せていただくこともできた。このような古い

ものに囲まれた生活空間を目にし、赤堀さんは古く

から残るものを大切にされているのだな、と私は思

った。また、赤堀さんは「この町のためにも、食べ

物もできるだけ智頭のものを選びたい」という話も

されていたことが印象的だった。一連のお話を通じ

て、赤堀さんはただ古いものを使い続けているので

はなく、自分が生まれ育った場所を大切にしたいと

いう思いから、自分の体に馴染みのあるモノを選ぶ

というこだわりを持っておられるのではないか、と

いう考えに変わっていった。便利で新しいものがど

んどん出てきている今の時代に、昔から変わらず近

くにあり、自分に馴染みのあるようなモノを常に選

びとるというのは簡単にできることではないが、私

はそのようなモノを大切にしたいという想いにはと

ても共感できた。というのも、私は一人暮らしを始

めてから地元に帰る度に、その場所の人やもの、景

色といった馴染み深い存在に触れると何とも言えな

い安心感を抱くようになったからだ。そんな心を落

ち着かせてくれるものが存在し続けるためには、モ

ノで溢れる世の中で、それらを変わらず選び続ける

ことが大事なのだと赤堀さんの暮らしから気づかさ

れた。そして私も自分が生まれ育った場所やそこで

触れてきたモノを守っていくために、例えそこから

離れた場所にいようとも、自分にとって馴染みのあ

るモノたちと関わりを持ち続けようと思った。 

3）その地でしか味わうことのできない幸せ

岩田さんや赤堀さんの暮らしをほんの一部ながら

体験することができ、私はこれまで人やモノで溢れ

ている豊かさがあり、新しくて便利なものを簡単に

手に入れることのできるような環境で暮らすことが

幸せである、という考えに囚われてしまっていたこ

とに気が付い

た。また同じ

智頭という場

所に暮らす二

人でも、岩田

さんは新たな

場所で自然栽

培に取り組む

なかで心の豊

かさを育む、

赤堀さんは生まれ育った場所を大切にしていく、と

いったようにそれぞれ違った目的を持ち、違ったか

たちの暮らしを送っていた。ただ共通して言えるの

は、どちらも智頭にいるからこその暮らしを楽しみ、

そこでしか味わえない幸せを見つけている。つまり、

都会だから幸せに暮らせる、田舎だから幸せになれ

ない、ということではなく、どんな場所でもそこで

しか味わうことのできない幸せの形があるのだとい

うことに気づかされた。 

私自身、将来は地元に残るのか別の場所に移るの

かまだ分からないが、その選択をする前にまずはこ

れまでの思い込みを捨て、自分の生まれ育ったこの

場所でしか味わえない幸せとはどんなものなのか、

これまでの経験を今一度見つめ直そうと決めた。そ

してこれからはどこにいようといま自分の居る場所

でしかできないことは何なのかを考え、それを大切

に暮らしていきたいと思う。そのなかでフィールド

ワークを通して出会った方々のように、自分なりの

幸せな暮らしを見つけていきたい。

図 21：赤堀さんの幸せの形
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Ⅰ. はじめに  

 湖山池は，2012 年の水門開放に伴う海水導入によ

って汽水湖となった．淡水湖であった過去およそ 30

年の間，アオコやヒシの大量発生による悪臭や様変

わりをした景観などにより，周辺住民は悩まされて

きた．県は本湖の水質浄化や，アオコやヒシの除去

対策を実施してきた．その一方で，塩分導入後はア

オコやヒシの発生が自然と激減し，悪臭被害も収ま

り，また本湖水圏生態系も変化した．平成 25 年 5 月

に第 3 期水質管理計画としての一面を持つ「湖山池

将来ビジョン推進計画」が策定され，目標達成のた

めの計画が平成 24 年から令和 3 年までの 10 年間進

められていくこととなる．その内容として，各種施

策の進捗状況，水質の改善状況を，住民，環境モニ

タリング委員会，将来ビジョン推進委員などによる

確認，意見をうかがいながら湖山池会議で PDCA サ

イクルによる検証が行われることとなった． 

 

Ⅱ. 湖山池周辺の環境 

Ⅰ. 委員会から出た意見と開門に至る経緯 

 湖山池将来ビジョン策定にあたって実施された

「湖山池に関するアンケート」では，次のような回

答がみられる．「アオコ・ヒシが大量に発生して水が

汚い．嫌なにおいがするので何とかしてほしい」，「昔

は水がきれいで泳ぐことができた」，「自然公園の整

備や親水機能の向上（魚釣り・キャンプ・バードウ 
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ォッチング等）の場を整備してほしい」，「市民の憩 

いの場としての再生をしてほしい」，「きれいで自然

豊かな湖山池にしてほしい」，「湖山池の情報が少な 

い，いろいろな情報を提供すべきである」，といった

ものであった．点源，面源汚濁なと陸域からの汚濁

負荷が過大流入し，それに伴う水質の悪化，冨栄養

化と植物プランクトン，水草類，魚類，貝類の死滅・

腐敗がみられ，底質のヘドロ化が進行した． 

 経緯としては，高度経済成長に伴い周辺地域の都

市・住宅化など土地利用や生活様式の変化が生じた

ことにより，水質をはじめとする水環境や人々と湖

山池の関わり全体に変化がみられるようになった．

つまり湖山池と人々の関わりが希薄になるとともに，

自然の浄化機能を上回る周辺地域からの汚濁流入に

よって冨栄養化が進み，水質の悪化，アオコ発生や

ヒシの大量繁茂等の環境悪化が顕在化する．水質悪

化が問題化する中で，県と市は 2 期 20 年（第一期：
平成３年（1991 年）から平成 12 年（2000 年），第
二期：平成 13 年（2001 年）から平成 22 年（2010
年）にわたり水質管理計画にもとづく公共下水道整

備や浚渫などの各種浄化対策を講じた．  
 そして湖山池将来ビジョン推進計画においては，

対象地域を湖山池へ流入する河川の集水域（湖山池

流域）と湖山池からの流出する河川である湖山川の

集水域（湖山川流域）と定められた．経緯としては，

1953 年の千代川河口付替え工事をきっかけに周辺
農地に塩害が生じ，農業と漁業の両立を図るための  
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調整が必要になった．当時の農業者と漁業者が相互

理解を図り，1989 年には「塩分を 150 から 330mg/L
程度に維持・調整する」という合意がなされた．一

方で漁業不振や水質悪化の問題が顕著となり，「公開

討論会」やその後の「湖山池 100 人委員会」におい
て「汽水湖として再生すべき」との意見により，2005
年からは塩分を試行的に上げる「塩分導入試験」が

実施された．しかし，アオコ発生などの問題は解決

にいたらす，2010 年に「湖山池会議」を設置する．
コンピューターを用いた水質予測解析と他湖沼の生

物生息状態をもとにした「海水流入量を増加させた

場合の水環境悪化の予測分析」とアンケート調査に

よる「市民の皆様が望む湖山池の姿」等についての

情報収集・周辺農業者への「今後の営農意向」等に

ついての意見を収集した．方針として，①湖山池の

塩分を東郷池程度にまで引き上げ，アオコやヒシの

発生抑制を図り汽水湖としての再生を目指す，②汽

水化により湖水利用の営農が困難となる周辺農家の

方には作付転換などの協力をお願いする，というも

のであった．  

区区  

分分   

現状  
(H22) 

目標値  
(H33) 
（R3）  

環境基準  
(B・  
Ⅳ類型 ) 

環境基準  
(A・  
Ⅲ類型 ) 

COD 
75％値
(mg/L) 

6.2 5.5 以下  5.0 以下  3.0 以下  

全窒素  
年平均

(mg/L) 
0.71 0.60 

以下  
0.6 以下  0.40 以下  

全リン  
年平均

(mg/L) 
0.075 0.066 

以下  
0.05 
以下  

0.030 以下  

（出典）「第 3 期水質管理計画」P.3-P.4 より一部抜粋．  

 目標値として，1971 年に COD で A 類型，1996
年に全窒素，全リンでⅢ類型があてはめられた．湖

沼環境基準で A・Ⅲ類型はサケやアユなどが生息す
る冨栄養湖型の水質基準である．そこではテナガエ

ビやフナやシジミの育成ができる豊かな湖山池とは

お異なるのではなかという見解も見られ，B・Ⅳ類型
レベルまで改善することを当面の目標とした．しか

し事前のシミュレーションで基準達成が困難だと推

測され，計画終了時の目標は変更された（表 1）．透
明度や低層溶存酸素など生態系保全を意識した水質

指標・目標については水域内の生態系保全に必要な

指標を掲げ，また地域住民も五感で理解しやすい指

標が想定された．漁獲量も高塩分化による汽水湖再

生によって汽水性魚類の増加を期待し，第 1 の漁獲
対象として資源の拡大を期待していることから，湖

山池の漁業に対する利活用の程度を示す指標として

「ヤマトシジミの漁獲量」が目標の一つとして掲げ

られた．  

Ⅲ. 行政の対応方針とこれまでの取り組み 

それでは，湖山池への来訪者や地域住民に対して

湖山池はどのように整備されていくべきなのだろう

か．湖山池将来ビジョン策定にあたりパブリックコ

メントとそれに対する対応方針が公表された．

aa.. 高高塩塩分分化化にに関関すするるこことと
①ヒシやアオコが発生する悪環境を好環境に持って

行く方向性には異論がない．

②希少動植物を含む全ての生物群へ甚大な影響を与

えることに注視する必要がある．高塩分化以外に

水質改善する方法はないのか．

対応方針としては，高塩分にすることで市民アン

ケートでも多くの意見のあったヒシやアオコの大量

繁茂による悪臭防止や景観改善を図るとともに，そ

その環境に適したシジミなどの魚介類の増加も期待

でき，内水面漁業の振興も図ることができるのでは

ないか．高塩分化は生態系に変化をもたらすことが

予測されるが市民要望でもあるアオコ・ヒシの問題

解決や新たな漁業振興策などにより水環境の循環と

改善を図る取り組みとなる．周辺の水田農家には畑

地転換の同意を得ている．  

bb.. 生生態態系系のの保保全全にに関関すするるこことと
①公園や遊歩道等の沿岸景観の配慮のみでなく生物

保全のための配慮にも留意すべきである．

表１ 各種指標の目標値 

写真 湖山池産ヤマトシジミ（横浜丸魚株式会社より）  
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調整が必要になった．当時の農業者と漁業者が相互

理解を図り，1989 年には「塩分を 150 から 330mg/L
程度に維持・調整する」という合意がなされた．一

方で漁業不振や水質悪化の問題が顕著となり，「公開

討論会」やその後の「湖山池 100 人委員会」におい
て「汽水湖として再生すべき」との意見により，2005
年からは塩分を試行的に上げる「塩分導入試験」が

実施された．しかし，アオコ発生などの問題は解決

にいたらす，2010 年に「湖山池会議」を設置する．
コンピューターを用いた水質予測解析と他湖沼の生

物生息状態をもとにした「海水流入量を増加させた

場合の水環境悪化の予測分析」とアンケート調査に

よる「市民の皆様が望む湖山池の姿」等についての

情報収集・周辺農業者への「今後の営農意向」等に

ついての意見を収集した．方針として，①湖山池の

塩分を東郷池程度にまで引き上げ，アオコやヒシの

発生抑制を図り汽水湖としての再生を目指す，②汽

水化により湖水利用の営農が困難となる周辺農家の

方には作付転換などの協力をお願いする，というも

のであった．  

区区  

分分   

現状  
(H22) 

目標値  
(H33) 
（R3）  

環境基準  
(B・  
Ⅳ類型 ) 

環境基準  
(A・  
Ⅲ類型 ) 

COD 
75％値
(mg/L) 

6.2 5.5 以下  5.0 以下  3.0 以下  

全窒素  
年平均

(mg/L) 
0.71 0.60 

以下  
0.6 以下  0.40 以下  

全リン  
年平均

(mg/L) 
0.075 0.066 

以下  
0.05 
以下  

0.030 以下  

（出典）「第 3 期水質管理計画」P.3-P.4 より一部抜粋．  

 目標値として，1971 年に COD で A 類型，1996
年に全窒素，全リンでⅢ類型があてはめられた．湖

沼環境基準で A・Ⅲ類型はサケやアユなどが生息す
る冨栄養湖型の水質基準である．そこではテナガエ

ビやフナやシジミの育成ができる豊かな湖山池とは

お異なるのではなかという見解も見られ，B・Ⅳ類型
レベルまで改善することを当面の目標とした．しか

し事前のシミュレーションで基準達成が困難だと推

測され，計画終了時の目標は変更された（表 1）．透
明度や低層溶存酸素など生態系保全を意識した水質

指標・目標については水域内の生態系保全に必要な

指標を掲げ，また地域住民も五感で理解しやすい指

標が想定された．漁獲量も高塩分化による汽水湖再

生によって汽水性魚類の増加を期待し，第 1 の漁獲
対象として資源の拡大を期待していることから，湖

山池の漁業に対する利活用の程度を示す指標として

「ヤマトシジミの漁獲量」が目標の一つとして掲げ

られた．  

Ⅲ. 行政の対応方針とこれまでの取り組み 

それでは，湖山池への来訪者や地域住民に対して

湖山池はどのように整備されていくべきなのだろう

か．湖山池将来ビジョン策定にあたりパブリックコ

メントとそれに対する対応方針が公表された．

aa.. 高高塩塩分分化化にに関関すするるこことと
①ヒシやアオコが発生する悪環境を好環境に持って

行く方向性には異論がない．

②希少動植物を含む全ての生物群へ甚大な影響を与

えることに注視する必要がある．高塩分化以外に

水質改善する方法はないのか．

対応方針としては，高塩分にすることで市民アン

ケートでも多くの意見のあったヒシやアオコの大量

繁茂による悪臭防止や景観改善を図るとともに，そ

その環境に適したシジミなどの魚介類の増加も期待

でき，内水面漁業の振興も図ることができるのでは

ないか．高塩分化は生態系に変化をもたらすことが

予測されるが市民要望でもあるアオコ・ヒシの問題

解決や新たな漁業振興策などにより水環境の循環と

改善を図る取り組みとなる．周辺の水田農家には畑

地転換の同意を得ている．  

bb.. 生生態態系系のの保保全全にに関関すするるこことと
①公園や遊歩道等の沿岸景観の配慮のみでなく生物

保全のための配慮にも留意すべきである．

表１ 各種指標の目標値 

写真 湖山池産ヤマトシジミ（横浜丸魚株式会社より）  

 馬場 芳・寳來 佐和子：水門開放に伴う湖山池と人との関わりの変化 
  

②高塩分化という人為的な環境改変となるので，少

なくとも希少種についての生態系の動態予測は

専門家等を交えきちんと整理してから方針決定

の議論をしたほうが良い．  
  
  対応方針としては，高塩分化は，生態系に変化を

もたらすことを予測し，事前に植物，魚介類等の専

門家による委員会を設置してその動態を検討・予測

した．淡水性の頻出種については生息量・生息域が

減少する種はあったが，流入河川河口部の低塩分水

域で生息状況は維持できるかについて確認している

カラスガイについては生息状況を調査の上移植等の

保護対応を検討していた．  
 ここ数十年の湖山池周辺の土地利用の変化や周辺

住民の生活様式の変化等により湖山池の環境は変化

している．千代川の河口の付け替えによる影響もそ

の一つであるが，少なくともヒシの大量繁茂やアオ

コの大発生などによる環境悪化の悪循環を断ち切り，

豊かな生態系を育む汽水域を創造する取り組みとし

たい．  
 
cc..  水水質質浄浄化化施施策策にに関関すするるこことと   
①以前のように千代川に繋げるほうが早く浄化され

るのではないか．  
②水田から畑地への転換に伴って，一層の肥料流出

が懸念される．  
③池のために生活排水をきれいにする関心が持てる

施策を展開する．  
④市民による一斉清掃を実施してほしい．  
⑤将来ビジョン達成に向けた取り組みをスピード感

をもって実施してほしい．  
  
対応方針としては，河口付け替え以前の状況に戻

すことは，湖山川周辺の治水管理上の問題があり困

難である．生活排水負荷対策となる下水道整備や農

地負荷対策となる減肥営農の普及などの各種水質改

善対策は，新たな資質管理計画を策定し，その計画

に基づいて積極的に取り組む．また新たな水質改善

対策の検討もこれまで以上に取り組む．  
  
dd..  公公園園整整備備等等にに関関すするるこことと   
①ウォーキング，サイクリング等がより一層楽しめ

るような沿岸整備を進めてほしい．親水レジャー

としてボート，ヨット等が利用できる施設を計画

してほしい．「湖山池ビジョン」と 2001 年 5 月に
策定された「霞の里構想」との関係や今後の扱い

等についての考え方を知りたい．  

 
ビジョンの基本理念である「暮らしに息づく池」

を目指し市民や観光客などの多くの人々が集う場と

し再生するために各種方策を検討する．「将来ビジョ

ン」は，湖山池の環境改善や水質管理の方向性を示

し，将来的により良い水環境を目指すために策定す

る．一方，「霞の里構想」は，湖山池周辺の魅力的な

公園づくりの構想をまとめたものである．従ってよ

り一層の湖山池の環境改善，水質浄化が図られ，湖

山池周辺の公園の魅力向上に繋がるものと考える．  
 

ee..  漁漁業業振振興興にに関関すするるこことと   
①ヘドロ除去等によりフナ等の水生生物の生息に優

しい池に改善すべきである．  
②シジミの資源量を確保し，宍道湖のようなシジミ

産地としての漁業振興をすべきである．  
③石がま漁は継続できるのか．  
  
水門の開放の頻度により汽水環境に適したシジミ

などの魚介類の増加や日本海からの汽水性魚類の移

動の活発化も期待できる．塩分濃度は東郷池程度の

塩分濃度とする．石がま漁は対象魚種であるコイや

フナが東郷池でも生息していることから継続は可能

である．  
  
ff..  観観光光やや地地域域振振興興にに関関すするるこことと   
①情報プラザ等の周辺施設を活用した各種イベント

を企画してほしい．  
②山陰海岸ジオパークのエリアであるため，環境保

全活動や環境学習の強化が必要である．そのため

には池の歴史・文化等を含む幅広なものが望まれ

る．  
③観光資源の誘致  
「暮らしに息づく池」を目指して，市民や観光客

などの多くの人々が集う場として再生するための

各種方策を検討する．  
  
gg..  そそのの他他のの事事項項にに関関すするるこことと   
①湖山池の将来の方針を決定する重要案件であるた

め広く市民に説明をし意見を聞くべきである．  
②将来ビジョンを湖山池に関係する全ての者が共有

し，連携・協働して取り組むことが大切である．

実施体制は関係者の思い込みが集約されるような

場の設定と改善への取り組みが同方向を目指すよ

うな十分な調整が図られるべきである．  
③湖山池をアピールし，街道沿いの空き地，空き家

などの有効活用を考えてほしい．  
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対応方針としては，ビジョン策定にあたり市民や

農業者へのアンケート調査の結果をふまえるととも

にパブリックコメント等により周知に努める．湖山

池会議を継続運営し，その会議において関係者等の

密なネットワークや意見交換の場を構築したいと考

える．「暮らしに息づく池」を目指して，市民や観光

客などの多くの人々が集う場として再生するために

各種方策を検討していく．  
その他，対応への反映状況として，カラスガイを

はじめとする淡水性動植物の保護・保全に対し周辺

ため池及びその水域を継続監視しながら，生息環境

の維持・保全に取り組むことを計画しており，2,000
から 5,000mg/L の塩化物イオン濃度にて管理する
こととしている．しかし湖山水門の設置後約 50 年
が経過し老朽化が進んでいるので海水の流入調整が

容易にできるような施設への調整，改修等が逐次必

要である．  
汽水化により減少してしまった動植物の保護・保

全の取り組みを計画的に盛り込むとともに，開門と

ともに池全体への分布がみられるシジミ資源の創出

と販路拡大により漁業の復活の希望とする．  
わかりやすい用語でもって池の水質悪化原因やそ

れに対する水質浄化策など丁寧な説明を行う，など

がある．  

ⅣⅣ..  開開門門がが与与ええるる影影響響とと見見通通しし  

湖山川河口近くにある現在の水門は 1963 年に設
置されており，千代川の増水時に湖山池への逆流防

止を当初の目的として設置されたものであり，塩分

を止めることを目的としたものではなかった．長く

水門が閉鎖されていたために水の循環が妨げられて

水質に影響が出た．湖沼は河川に比べて栄養分や汚

染物質がたまりやすく湖底では貧酸素化する．矢島

（2013）1)によると，もともと塩分躍層が形成されて

いたという．ヤマトシジミの出荷も約 30 年ぶりに
再開された 2)．ヤマトシジミは 1970 年代末頃まで
網に入った天然物が販売されていたようである 3)．

1983 年の千代川の河口付け替え工事の影響で周辺
農地で塩害が発生し，水門操作が行われたところ，

漁業不振を招いた．水門の開放後は，湖山池漁協や

県，市がヤマトシジミの増殖に着手をし，浅瀬に作

った保護場に県中部・東郷池産の親貝に卵を産ませ

た．茶褐色の大粒に育ち，2018 年には 67 トン，漁
獲金額で 5,000 万円を超えるまでとなった．2020 年
5 月末までの漁獲量は 77 トンと，2019 年の 34 ト

ンを大きく上回っている．2020 年の漁獲量は 218 ト
ン，1 億 7936 万円の売上高となっており（図 1），
地元漁協や県，市の増殖の取り組みとあいまって，

湖山池産シジミのブランド化も進められている．

（出典）鳥取県農林水産部水産振興局水産課のデータを

もとに作成．2014 年は，6 月から 12 月の漁獲
量である．  

約 30 年前の県主導の淡水化事業が一転，2012 年
に汽水化するということは全国でも稀有な事例であ

る．淡水から汽水への水質の変化は湖内生物相はも

ちろん，周辺住民にも影響をもたらした．ヤマトシ

ジミ漁の 30 年ぶりの復活と悪臭の消滅は周知の事
実であろう．  
「汽水化に伴う湖山池の環境等の変化に関する調

査報告書」 4)によると，「湖山池に対するイメージ」

について周辺住民は，汽水化前は水が汚くアオコや

ヒシが発生しているという印象であるが，汽水化後

は美しい景観，憩いの場，自然環境豊かな場所など

のイメージが増加した．しかし石がま漁のイメージ

は減少した．「湖山池の利用目的」は，汽水化前後を

通して散歩・散策を目的とした利用が多く，また吉

岡温泉やレーク大樹といった温泉施設の利用者は減

少した．また「湖山池の利活用」に関しては，観光

振興，アウトドア，野外イベント，山陰海岸ジオパ

ークや教育活用への利活用を望んでいる周辺住民が

写真 湖山池水門（筆者撮影）  

図 1 ヤマトシジミの漁獲量  
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対応方針としては，ビジョン策定にあたり市民や

農業者へのアンケート調査の結果をふまえるととも

にパブリックコメント等により周知に努める．湖山

池会議を継続運営し，その会議において関係者等の

密なネットワークや意見交換の場を構築したいと考

える．「暮らしに息づく池」を目指して，市民や観光

客などの多くの人々が集う場として再生するために

各種方策を検討していく．  
その他，対応への反映状況として，カラスガイを

はじめとする淡水性動植物の保護・保全に対し周辺

ため池及びその水域を継続監視しながら，生息環境

の維持・保全に取り組むことを計画しており，2,000
から 5,000mg/L の塩化物イオン濃度にて管理する
こととしている．しかし湖山水門の設置後約 50 年
が経過し老朽化が進んでいるので海水の流入調整が

容易にできるような施設への調整，改修等が逐次必

要である．  
汽水化により減少してしまった動植物の保護・保

全の取り組みを計画的に盛り込むとともに，開門と

ともに池全体への分布がみられるシジミ資源の創出

と販路拡大により漁業の復活の希望とする．  
わかりやすい用語でもって池の水質悪化原因やそ

れに対する水質浄化策など丁寧な説明を行う，など

がある．  

ⅣⅣ..  開開門門がが与与ええるる影影響響とと見見通通しし  

湖山川河口近くにある現在の水門は 1963 年に設
置されており，千代川の増水時に湖山池への逆流防

止を当初の目的として設置されたものであり，塩分

を止めることを目的としたものではなかった．長く

水門が閉鎖されていたために水の循環が妨げられて

水質に影響が出た．湖沼は河川に比べて栄養分や汚

染物質がたまりやすく湖底では貧酸素化する．矢島

（2013）1)によると，もともと塩分躍層が形成されて

いたという．ヤマトシジミの出荷も約 30 年ぶりに
再開された 2)．ヤマトシジミは 1970 年代末頃まで
網に入った天然物が販売されていたようである 3)．

1983 年の千代川の河口付け替え工事の影響で周辺
農地で塩害が発生し，水門操作が行われたところ，

漁業不振を招いた．水門の開放後は，湖山池漁協や

県，市がヤマトシジミの増殖に着手をし，浅瀬に作

った保護場に県中部・東郷池産の親貝に卵を産ませ

た．茶褐色の大粒に育ち，2018 年には 67 トン，漁
獲金額で 5,000 万円を超えるまでとなった．2020 年
5 月末までの漁獲量は 77 トンと，2019 年の 34 ト

ンを大きく上回っている．2020 年の漁獲量は 218 ト
ン，1 億 7936 万円の売上高となっており（図 1），
地元漁協や県，市の増殖の取り組みとあいまって，

湖山池産シジミのブランド化も進められている．

（出典）鳥取県農林水産部水産振興局水産課のデータを

もとに作成．2014 年は，6 月から 12 月の漁獲
量である．  

約 30 年前の県主導の淡水化事業が一転，2012 年
に汽水化するということは全国でも稀有な事例であ

る．淡水から汽水への水質の変化は湖内生物相はも

ちろん，周辺住民にも影響をもたらした．ヤマトシ

ジミ漁の 30 年ぶりの復活と悪臭の消滅は周知の事
実であろう．  
「汽水化に伴う湖山池の環境等の変化に関する調

査報告書」 4)によると，「湖山池に対するイメージ」

について周辺住民は，汽水化前は水が汚くアオコや

ヒシが発生しているという印象であるが，汽水化後

は美しい景観，憩いの場，自然環境豊かな場所など

のイメージが増加した．しかし石がま漁のイメージ

は減少した．「湖山池の利用目的」は，汽水化前後を

通して散歩・散策を目的とした利用が多く，また吉

岡温泉やレーク大樹といった温泉施設の利用者は減

少した．また「湖山池の利活用」に関しては，観光

振興，アウトドア，野外イベント，山陰海岸ジオパ

ークや教育活用への利活用を望んでいる周辺住民が

写真 湖山池水門（筆者撮影）  

図 1 ヤマトシジミの漁獲量  
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多い．一方，魚釣りの場としての利活用を望む回答

はやや減少した．「汽水化事業の現状の感じ方」は，

周辺住民，一般住民ともにほぼ同様な評価で，いず

れも 6 割以上が汽水化事業について肯定的な評価で
あり，否定的な回答は 1 割未満，3 割程度が「分か
らない」と回答している．湖山池将来ビジョンに基

づく取り組み（2019 年）のうちで「水質の改善」に
対して 7 割以上が「水質が改善した」と評価してお
り，「悪くなった」は 1 割未満，「分からない」は 2
割弱である．また淡水性の動植物への取り組みとし

て，肯定的に捉えている周辺住民の回答は 4 割弱，
否定的は 1-2 割弱，4 割が「分からない」としてお
り，シジミなどの漁業振興には周辺住民は 5 割，一
般住民では 7 割以上が肯定的な評価をした．環境学
習などの教育に対しては，5 割以上の周辺住民が肯
定的に捉えている．  
 環境については，人間の考えおよび取り組み次第

でその在り方をいかようにも変化させてしまうこと

がある．汽水湖となった湖山池をどのように活かし

ていくのか，環境と人間が共存するためには，環境

の変化と経済的損得の理解は必要不可欠である．こ

れまで，湖山池開門の経済的効果について実証され

た研究はみられないことから，開門について賛否諸

説あるなかで，現状進められている事業に対する効

果について検証し，県民に周知することは喫緊の課

題と考える．それに際し，今後，湖山池周辺におけ

る地域住民の生活環境や考え方について考慮しつつ

調査を進める必要がある．  
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